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1.PspA ワクチンは、臨床分離株の 96％以上をカバーする新しいタイプの肺炎球菌ワクチンである。

2.阪大微研会は、PspA ワクチンを対象とする特許権等の全世界における独占的実施権及び第三者へ

の再実施許諾権を取得した。 

 

阪大微研会、新しい肺炎球菌ワクチン開発に向けて 

大阪大学とライセンス契約締結 

 

一般財団法人阪大微生物病研究会（以下、「阪大微研会」）は、国立大学法人大阪大学（以下、「大阪

大学」）との間で、大阪大学による肺炎球菌*※1 表層タンパク質 A（以下、「PspA」）を含む肺炎球菌ワ

クチン特許の出願※2 及びこれに基づき得られる特許権(以下、「特許権等」)に関し、特許権等実施許諾

契約を締結いたしました。 

 

 

PspA は、全ての肺炎球菌に共通する表層タンパク質抗原で、血清型を超えて多様な肺炎球菌に対す

る感染防御能を誘導できるワクチン候補として注目されています。PspA ワクチンは、血清型に依存す

る従来型ワクチンと異なり臨床分離株の 96％以上をカバーすることができるため※3、実用化されれば、

世界で最も有効な肺炎球菌ワクチンとなる可能性があります。阪大微研会は 2018 年の臨床試験開始を

目指し研究開発を行う計画です。 

  

近年、肺炎球菌による疾患は抗菌薬の耐性を獲得した株の増加により治療が難しくなっているため※4、

ワクチンによる予防が重要です。肺炎球菌ワクチンは、小児では 2013 年 4 月より、高齢者では 2014

年 10 月よりそれぞれ定期接種の対象となりました。しかし、予防接種実施**により、ワクチンに含まれ

る血清型による疾患が予防される一方で、それ以外の血清型に起因する疾患が増加することが知られて

おり、全ての肺炎球菌に対して有効なワクチンが求められています※5。 

 

阪大微研会はこの契約により、PspA ワクチンを対象とする特許権等の全世界における独占的実施権

及び第三者への再実施許諾権を取得しました。 

 

本契約締結は、“日本発、世界初”のワクチン開発を目指す阪大微研会の目標に合致したものであり、

将来的には、日本国内のみならず、海外への製品供給も視野に入れた事業展開を目指しています。 

今回の契約締結にあたり、阪大微研会の理事長 山西弘一は次のように述べています。「小児から高

齢者まで多くの人々の健康に貢献するために、大阪大学微生物病研究所との連携によって、より早くワ

クチンを世に出すことができるよう研究開発を進めてまいります。」 

以上 
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* 肺炎球菌は、市中肺炎の主要な原因菌であり、重篤な感染症である髄膜炎、肺炎、中耳炎なども引き起こ

します。 

** 肺炎球菌ワクチンは、小児では 2010 年 11 月より子宮頸がん等ワクチン接種促進事業による公費助成が始

まり、2013 年 4 月より定期接種化されました。 
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一般財団法人阪大微生物病研究会について 

一般財団法人阪大微生物病研究会（阪大微研会）の歴史は長く、1934 年に創設されました。以来 80

年余にわたり大阪大学微生物病研究所における先駆的基礎研究をもとに、新規ワクチンの開発を行い、

多くの重要なワクチンの製造・供給に従事することで、国内のみならず世界中の人々の感染症の予防に

貢献してきました。当会の主なワクチンには水痘ワクチン、インフルエンザワクチン等が含まれます。

これからも公益性を重視しつつ、事業の発展を目指します。全職員が使命感を持って高品質ワクチンの

安定供給を継続するとともに、革新的次世代ワクチンの開発・提供を通じて、世界中の人々の健康なら

びに生活の質（QOL）の向上に資する事業を推進してまいります。 
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